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実験的マル    回 プロセッサ

□
背景と利用目的

1.1  す,売子

8ビ ′卜・マ イクロフ ロセ /+ 8 0 8 0を | | |いた シング

ル ・フ ロセ ′す 。システン、をいろいろイ1■)ているう十,

に,や は リカーネギー メロン人■グ)C  m m pみ たいな も

のをマ イコンでつ くつてみたい という気持 にな )てきた

しか し, 化 につ もの はカネである(ニブ)Ⅲll打は今 も変 F,

ないか  ) .ミ ニコン‖十1( 1よマルチフ ロセ /サ というよ

り,  時 ,  ミニヨンヒュー ク ・コンフ レ ′クス(複合体

というな味 )という, i共がはや ″,たが,マ イコン ・コン

フ レ ′クスを作れ る (「,いにマ イコンド1身フ) 1 1 i f生か ト

か ,てきたグ)か 由! ォ々的なr l l l蛙でぁる.

とはい ,て ! )、セラ ミ ′ク・′ヽ ′ケー ブグ) 8 0 8 0か 2

′丁1 1 ! .  2 7 0 8か4万 I I Iく|クいノ)‖!「代であ ) / :カギク.  f l、イ〕

〔図 |〕

AKOVST構 成図

メモ )を 1 6 - 3 2 K′ミイトもたせ ると1フ ロセ ′十 ・ホ

ー ドは 5 0万1 !くr ) t rサコ| |する必要がン) )た (今な r , 1 6

じ ′卜C l ) L Iに多‖プ)メモ )をグ)せて もお釣か くる。 と

く|二`1‖|:lLi鳴1かおi/y卜に占!iくつ にヽ声ヽ レt うヽノ)かにl Zt由!メゴ

ャ)キこ)。
｀
1‖|ブ)ミニコンL i― ク・システン、における C I )〔J本

千本|よ400ガ 111く「,い(たとえlt, NOVA 3‐12の す場合)で

あ )たかデ, ,―【イ コン・ホー ドを つ 5 0ガ1 1 1でつ くヤ)

た とすると8‖ヤ ) ( ' I ) L iを|ッつマルチマ イクr ?フロセ

/サができることになる。もヽア,た,ケト郎 i亡は去i r iゃコ

ンツールは別 とした価格ブ)よヒⅢ夜であるゃ

1 9 7 6  7 1 iごろ地いてt たヽこブ) Fドi処1かりt lナとできたク)

1 1 1 9 7 8年であ )たか,ケト!‖; i亡ほや I ( )を すべて合む

結 r ,れを 3 0 0万 !くらいにおさえるゼヽイ | ,フ ロセ ′

す独1士〕
′
ウン ) 8‖Jを 4 1‖にi h t  r｀)ささろをイ| |なか ,た.

チ ,とも, h‖付| | | |ノ)マスク・フロセ ン十 ちゼ、安4ブ)で、

イメレ声 止―+)十1用 J'1易色

P UⅢ~PU4tCP()|す す t(a()sr)
ユ 右 てて 1 )

K B

千ム為メ[|
32K6 IL 導ミ

//ヽ

RT

|

G D
末 | 一 フ

P U ]

|

スし″― ブ
P( J、

スL ′― ブ
F つU ,

ス L 一 フ
P U 4

O①
| |

C M T  X 2

介

テ イスフ t
ナム布
/ 1 1 サ |

キム有
メモリ

私有
メ tり
1 クK R
「和如ト

ー16X161 f  l ―|
マトリ'テ
ス |)1岸 督

|~
CR「
キー,ボー ト |キ

!雅
|

CRT
キ ,十(  ト

CRT
ホ

ー

|

フ サンタ

332 f=耳 → L― 衷

tadashi
長方形

tadashi
長方形

tadashi
長方形

tadashi
長方形



〔図 2〕
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4 1 1 - 5 1村 のマルチマ イクロフ ロセ ′サ AK O V S T ( A

K i n d  O f  V a r i a b l e  S y s t e m s  f ( ) r  T a s k sの田作)を,!竹:し

た (図 1)。C m m pカ ドミユコンを'| |いたマルチフ ロセッサ

として, ⌒― ドか f)ソフ トンヽ 多方1向「にわた り多くの文

1強やネi欧 をネ|た ように1) ,  A K O V S Tも マ イコンでそブ)

,・て似 ご とをしようとした ところがある2上 8 0 8 0を C P U

として , るヽ,|〔て, ハ ー ドや ソフ トグ)4 イヽ本1士もう"十十Ⅲl

l ' tはな くなってい るが, (大 げ さにいえは) f生) ; 1把、想 と

メモ リ共イ「グ)ためブ)テクエ ックくf ,いは今で も参考に

な る とせ、う.

1 . 2  千 J  t t j  H的

ともか く,⌒ ― ドウェア ・ )ソース として,  チ )と

もイ,効に利 | | |され るこ とを第  と した,み み ヤ,ちい ケ

え 方か もしれないか,  どの時代 で も,希 少な リツー ス

の利サ1 1法はこ うな f )ざるをえない.お もなI I t  l l l方法 は

モー ド 1 ( M P S C )と モー ド 2 ( S I ) M C )と して説「サ1でき

る。

●モー ド 1(MPSC的 利用法 )

.iでいえは,マ ルチユーザ使用 であ り,ア セ ンフ

ラをは じめその HlHヤク)|十i級.ifr(μPIョAN,tiny Basic,

CiAMEな ど)を CMT(テ ィア ′ク MT2が 2+i)ベ ー ス

てよ力かすのはマ スク(IうUO)に チ|!志され, ス レーブ I)Ul

―PUIは アイン ・メモ )。 / ミヽースでSllくこ とブ)みⅢl能

であ ,た。
｀
1時はオーテ ィオ ・カセ ットがあ、つ うであ

)たか デ), こフ)ril度フ),ツ ー ス共有で もヂカ果はあヤ)た

( I )とね!フ)ようにフロ ′ヒ装備ブ) ′`ソコンカヤ友 くなる と想

像 もで きないか もしれない。 1 9 7 8イl iといえは, 7午 1洵

に しかな デ,ないのに一)。それ までノ)ようにマ イコン ・

システ2、を つ ずつ作 るかわ りに,  性 に 多人欺か利

サ| |できるシステン、を作 りたい とい う意図があった。 コ

スト・″ヽ フ ィーマ ンスの | 1安は,  1` 1時の ミニコン( F )「究

宮:では N O V A  3  1 2 )であ り,  マ イクロフ ロセ ッサにつ

いては″ヽ一 ドか ' )ソフ トまで広 い共1 1件があ った。

lヽar  1985

(と ,Rt i出 し十

W I 書 込み )
P U ・はC M ( t l 有 ヤモ サ) t r 全領 域 R , W と で, 可

l b ) C M ( ■ 有メ モt ) ) ば' マ , ブ とア タ セ ス権

ユーザはすべてブ)フロセ ′す ( P Uぃか 'ヮP L 1 1までの

5 1州)か F ,使| | |できた。むろん, I 'ビけにすべて 支配権が

ン) ,た のでゃ |、i件なマルチユーザ使 十1 1ではな く,バ ン

クグラウン ド( 1 + i )とフォア グラウ ンド( 4 1 i )のター ミ

ナルが使 えた とい うべ きである.

●モー ド2 ( S P M C的 利用法 )

PU()はれ愉」力だ4意士 rt(cMT2+i)を もち, 哨tぢ虫で もマ

イコン ・システン、として動 + 4 :する。 そ して,キ ャラク

タメt′」(ブ) C R Tの ほかに,  グラフ ィック ・テャ スフ
・
レ

イを備 えていた。初めは, 1 2 8 X 1 0 8の カラーであった

が,途 中で,モ ノクロ 2 5 6 X 1 9 2ド ットに取 り換 えた.

I t t  r l :のノ(ツコン(よこれ'ユ1 1のものカギ勢と布市さ'とて ヽヽて,

レ十占1性グ)感がある。 このモー ドの最 大の使チ1 l  H的は グラ

フ イ ンク表示に1 '例処Pドを'革入すれば シングル ・ブ ロ

セ ッサの処P i !によヒベて どの く' ,い速 1芝|れサ|が サJ宅で き

るか を行作かめ ることにあった。文際のデ
ー タはプ ロセ

ッサ数 1か ' , 4ま で しかイl i  f )れなか った力ゞ,  多数4阿に
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